
 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

市予算 
319.0 億円 

2020年度一般会計 

コロナ禍のもと、くらし切り捨て・自己責任おしつけの政治を強行する菅自公

政権により、市民のくらしと命、営業が脅かされています。こんなときだからこ

そ、身近かな市政の役割が大切です。日本共産党は、「市民が主役」を定めた「ま

ちづくり基本条例」「議会基本条例」を生かした市政運営をめざします。 

自由に使える 

財政調整基金 

 39.7 億円 
2０２０年 7月 3１日 

国民健康保険 

基金 

４.１９億円 

2０２1年 3月 12日 

介護保険 

 基金 

  2.95 億円 

2０２1年 3月 12日 

 

日本共産党の議員は、コロナの問題で質問をす

るとともに、４回にわたり、PCR検査の拡大や補

償の充実などの市民要求を庄原市に申し入れま

した。また、2019年 11月に庄原日赤病院の再編

計画見直しで厚労省に申し入れました。 

 

コロナ危機は、社会的に弱い

立場の人たちの命やくらしを直

撃しています。日本共産党は自

治体本来の「公の支え」を行う

市政に変えて、すべての人に優

しい町づくりをめざします。 

 

日本共産党庄原市委員会 

〒727-0011 庄原市東本町 2-6-6 

☎ 0824-72-3366 FAX 74-6336 
E-mail shobara.jcp@outlook.jp 
庄原市委員会の見解を紹介します。 

 

2021年 3月号外 

 

 農林業は庄原市の経済を支えている

大きな柱です。農林業が発展すれば市民

の生活やくらしも良くなり、地域の商店

も活性化するのではないでしょうか。 

庄原民報 
  

 

・地元農産物を活用した産業の育成。 

・鳥獣被害対策の充実、自伐林業家の育成。 

・地元農産物を活用した産業の育成。 

 

・１８歳まで医療費無料。８００万円で実現できます。 

・介護サービスを充実させ、保険料・利用料を引き下 

げます。 

・１８歳以下の国保税均等割の廃止で国民健康保険税 

の負担を減らします。 

・性別による差別のない、ジェンダー平等社会の実現。 

 

 ・性別による差別のない、ジェンダー平等社会の実現

に取り組みます。 

「市立学校適正規模・適正配置基本計画」により、市立学校が統廃合されつつあります。

しかし「統廃合」ありきで進めることがあってはなりません。日本共産党の議員はこの４

年間、議会で１１回もの質問を行うとともに、文科省交渉も行い、問題点を明らかにして

きました。また、市民のみなさんと学習をするなどいっしょに運動をしてきました。 

 

・医療・介護・保育・教育現場の

定期的なＰＣＲ検査の実施。 

・医療・介護などのケア労働者の

待遇改善をすすめます。 

・日本共産党は「学校統廃合計画」を見直し、すべての学校で 

小規模・少人数教育の良さを生かした教育の充実をめざします。 

 

 

「ふじき百合子サポーターズ」で検索 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  
菅自民・公明政権は、コロナ問題でもまともな対応をせず、国民の支持を失って

います。河井金権腐敗事件にも反省がありません。政治を変えるには政権交代しか

ありません。日本共産党は、市民と野党の共闘の前進に全力をつくしています。 

庄原市でも日本共産党を大きく伸ばしてください。 

日本共産党の市議会議員は、国の

悪政によって「住民の福祉の増進」

という自治体本来の役割が損なわれ

てならないと、憲法の立場にたって

がんばってきました。 

国政の問題であっても市議会とし

て意見書を提出すべきだと、他の議

員とも協力して実現に努力してきま

した。この４年間でも多くの意見書

が可決されました。 

日本共産党のふじき百合子市議候補は、

看護と介護、福祉ひとすじの経験を市政に

生かし、コロナで困っている市民のみなさ

んのお役にたてるよう全力をつくします。 

〇消費税１０％への増税に反対する意見書や慎

重な憲法論議を求める意見書などを他会派の

議員と協力して可決。 

〇安心安全の医療介護の実現と夜間交替労働の

改善を求める意見書、介護労働者の労働環境

及び処遇改善を求める意見書、日米地位協定

の見直しを求める意見書、国の責任による「２

０人学級」を展望した少人数教育の前進を求

める意見書を単独で提出し可決しました。 

市民のみなさんの願いを 

実現 

 

・就学援助・入学準備金の入学前支給

の実現。 

・２０２１年度からの介護保険料の引き下

げ(基準月額▲２．５％)、同じく国民健

康保険税の引き下げ(一人当たり平均

▲４．７％)が実施されます。 

・住宅リフォーム制度の継続。 

 

 

市民の声や願いを市政にとどけ、

「庄原民報」などで報告 

 

毎回の議会に質問にたち、今年３月議会

で通算１１８回となりました。国民健康保

税や介護保険料、子ども医療費、などの質

問を行いました。 

市政の問題点や共産党の見解・提案など

を「庄原民報」や「きのこや通信」でお知

らせしてきました。 

 


